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識名章喜教授　履歴・研究業績
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略歴
2021年10月09日

昭和31（1956）年10月20日　東京都台東区浅草田中町（現：日本堤２丁目）に
て、父朝茂、母マサ子の長男として生まれる。余談ながら、父は戦争末期在学し
ていた旧制桐生高校（現群馬大学）を抜け出し、無謀にも鹿児島から沖縄に渡
航、祖父母の本土疎開を図るも、沖縄戦に遭遇、米軍の捕虜となって戦後に東京
に戻った。母は熊本へ疎開する途上の本土連絡船が、米潜水艦の魚雷攻撃を受け
るも九死に一生を得、無事疎開を果たした（ちなみに母の長兄も硫黄島の戦闘で
生き残ったと言われる）。つまりこの二人が戦争を生き延びた強運により私が生
まれたことになる。父はアメリカ進駐軍の基地職員として最後は定年まで横田基
地に勤務したが、台東区の実家（この小さな家も東京大空襲で焼け残った）は戦
前より祖母清子が経営していた労務者相手の泡盛屋「時雨」（那覇市の識名酒造
は本家、東京の店の経緯については、大本幸子『泡盛百年古酒の夢』、東京：河
出書房新社、131頁に詳しい）だった。
1963年4月 台東区立田中小学校（現在廃校）入学。
1969年4月 私立開成中学校入学。
1975年3月 私立開成高等学校卒業。
1975年4月 東京大学教養学部文科三類に入学（駒場での２年間ドイツ語を
岸谷敞子、杉浦博、内垣啓一、恒川隆男、藤本淳雄、関楠生、少人数ゼミで小
堀桂一郎、吉島茂の諸氏に習う。ドイツ科の演習で神品芳夫氏の薫陶も受ける）。

1977年4月 東京大学文学部ドイツ文学科に進学（当時の教授陣は、生野
幸吉教授、濱川祥枝教授、柴田翔助教授、Thomas　Beckermann講師、松浦純
助手、檜山哲彦助手）。

1979年3月 東京大学文学部ドイツ文学科卒業［卒論『E.T.A.ホフマン『く
るみ割り人形と鼠の王様』論─メールヒェン分析の試み』（指導教官は柴田翔
氏）で学士号取得］。

1979年4月 東京大学大学院人文科学研究科ドイツ語学ドイツ文学専攻修



(IV)

士課程に進学（この年度より、定年退職された生野幸吉氏と入れ替わりで浅井
健二郎助教授が着任）。

1981年3月 東京大学大学院人文科学研究科ドイツ語学ドイツ文学専攻修
士課程修了［修論『解き明かしえぬ謎・「メールヒェン」─E・T・A・ホフマ
ン『蚤の親方』をめぐって─』（指導教官は柴田翔氏）で修士号取得］。

1983年4月 慶應義塾大学商学部助手（ドイツ語）（公募による採用だった
が、当時としては珍しく、ドイツ語の筆記試験を課されたうえ、二度に及ぶ面
接があった。着任当時のドイツ語部門の同僚には、近藤逸子教授、荒井秀直教
授、稲田拓教授、森田茂教授、菊池雅子教授、関口一郎助教授、大畑純一助手
がいた）。

1984年3月 東京大学大学院人文科学研究科ドイツ語学ドイツ文学専攻博
士課程単位取得退学（現在では珍しいケースであるが、採用決定時博士課程の
単位を若干残していたため、慶應義塾の助手の身分のまま、単位取得完了まで
1年だけ東京大学大学院博士課程に学籍を置いていた）。

1985年7月 ＤＡＡＤ（ドイツ学術交流会）奨学生としてフライブルクの
ゲーテ・インスティテュートでドイツ語の講習を２か月受けたのち留学先のバ
ンベルク大学へ。
～1987年9月 （旧）西ドイツ、バンベルク大学ドイツ文学科 Wulf Segebrecht 

教授に師事。
1990年4月 慶應義塾大学商学部助教授。
1991年～1993年 日本独文学会蓼科文化ゼミナール実行委員（委員長は商学部
の同僚だった菊池雅子教授）。

2000年4月 慶應義塾大学商学部教授。
2001年6月～2007年6月 ドイツ語学文学振興会理事。
2003年10月～2005年９月　　商学部学習指導主任。
2008年3月 塾派遣留学により
～2009年3月 ドレスデン工科大ドイツ文学科に訪問研究員として滞在。
2014年4月 慶應義塾大学文学部教授（独文学専攻）に異動（当時の独文
専攻の同僚は和泉雅人教授を筆頭に、中山豊教授、斎藤太郎教授、香田芳樹教
授、平田栄一朗教授、粂川麻里生教授、川島建太郎准教授、Markus Joch 訪問
准教授の面々であった）。
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2015年4月 慶應義塾大学文学研究科委員。
2020年5月～ ドイツ語学文学振興会評議員
2022年3月 定年退職予定。

教歴

1992年 11月／12月 茨城大学人文学部ドイツ文学科非常勤講師（集中講義）
1997年 4月～ 1998年 3月 慶應義塾大学文学部独文専攻兼担講師
1999年 4月～ 2000年３月 慶應義塾大学文学部独文専攻兼担講師
1999年 4月～ 2008年 3月 東京大学教養学部非常勤講師
2001年 9月  東京大学文学部ドイツ文学科非常勤講師（集中講義）
2004年 4月～ 2006年 3月 慶應義塾大学文学研究科独文専攻兼担講師
2006年 4月～ 2011年 9月 放送大学客員教授
2010年 4月～ 2021年 3月 東京大学教養学部非常勤講師
2013年 9月～ 2014年 3月 慶應義塾大学文学部独文専攻兼担講師

研究業績

（2021年 10月現在）

〔論文〕

1． 「《アトランティス》の行方─ E・T・A・ホフマンのメルヘンについて─」、
東大独文研究室『詩・言語』第 19号、1983年、1–24頁。

2． ｢風景という名の呪文─ E・T・A・ホフマンの自然描写─｣、『慶應義塾大学
商学部日吉論文集』第 34号、1984年、1–32頁。

3. Die E.T.A.Hoffmann-Rezeption in Japan seit 1970. In: Mittteilungen der 

E.T.A.Hoffmann-Gesellschaft, 32. Heft, 1986, S.100-105.

4. ｢バンベルク時代の E・T・A・ホフマンとその周辺（Ⅰ）─ホフマン伝説の
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克服と作家ホフマンの誕生をめぐって─｣、『慶應義塾大学日吉紀要 ドイツ
語学・文学』第 8号、1989年、71–96頁。

5. ｢バンベルク時代の E・T・A・ホフマンとその周辺（Ⅱ）─ホフマン伝説の
克服と作家ホフマンの誕生をめぐって─｣、『慶應義塾大学日吉紀要 ドイツ
語学・文学』第 9号、1989年、83–110頁。

6. 「技術時代の叙
エ ポ ス

事詩─ Bernhard Kellermannの『トンネル』について─」、日
本独文学会編『ドイツ文学』第 83号、1989年、75–84頁。

7. ｢技術の未来が語られるとき、または映像と言葉の葛藤─ラング／フォン・
ハルボウの『メトロポリス』について─｣、『慶應義塾大学日吉紀要 言語・文化・
コミュニケーション』No．6、1990年、24–52頁。

8. ｢ドイツ語圏における《文学と技術》─問題設定のための覚書─｣、『慶應義
塾大学日吉紀要 ドイツ語学・文学』第 13号、1991年、78–108頁。

9. Schrift und Bild ─ Literarische Zukunftsentwürfe am Beispiel von „Metropolis“ 

(Fritz Lang / Thea von Harbou)  In: Deutschlandstudien international 2, 

München 1992, S.81-103.

10．「未来の女性像、または前ファシズム期に夢見られた進歩的完全自動化社会
─リ・トッコ『自動化時代』（1931年）について」、東京大学文学部平成３
年度文部省科研費補助金（総合研究 A）研究成果報告書『ドイツ近代におけ
る女性論の展開と文学作品に現れる女性像の変遷』、1992年、161–180頁。

11．｢『かつてあった未来』から現在へ─ドイツ語圏 SF前史を検証する｣、『ユリ
イカ』1993年 12月号、151–157頁。

12．「英雄としての技術者─ Reinhold Eichacker の科学技術小説『黄金をめぐる
闘争』を読む─」、日本独文学会編『ドイツ文学』第 94号、1995年、43–52頁。

13．Comics und Literatur in Japan – eine Symbiose ? In: „Blickwinkel Kulturelle 

Optik und interkulturelle Gegenstandskonstitution Akten des III Internationalen 

Kongresses der Gesellschaft für Interkulturelle Germanistik Düsseldorf 1994. 

Hrsg von Alois Wierlacher und Georg Stötzel“, München 1996, S.861–873.

14．｢〈血と土〉に歪められた未来─ハンス・ハイク『ドイツ人のいないドイツ』
（1929年）─｣、『慶應義塾大学日吉紀要 ドイツ語学・文学』第 24号、1997年、
14–52頁。

15．｢フリードリヒシュタットの見霊者 E．T．A．ホフマン─ロマン派はベルリ
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ンを発見したのか？─｣、日本独文学会編『ドイツ文学』第 101号、1998年、
4–14頁。

16. ｢啓蒙宣伝省のＳＦ─ヴィルフリート・バーデの『グローリア』─｣、『慶應
義塾大学日吉紀要 ドイツ語学・文学』第 27号、1998年、86–108頁。

17. ｢E・T・A・ホフマンにおける具象性の諸問題─漫画 avant la lettre ─｣、慶
應義塾大学法学部『教養論叢　深田甫先生退職記念特集号』第111号、2000年、
125–151頁。

18. 「ユートピアを覆う視えない＝電波─ヴァイマル期の三つの未来都市」、和泉
雅人編『メディアの前衛　人間学のメディア』文部科学省科学研究費助成　
基盤研究（B）研究成果報告集、2005年、233–247頁。

19. 「ドイツ語圏ＳＦ史概説─「国家小説」から〈ペリー・ローダン〉まで─」、
岩波書店『文学』第 8巻・第 4号、2007年 7・8月号、80–93頁。

20. 「『愛』を語ることを忘れたドイツ人─ドイツ『恋愛』文学史の試み─」、『慶
應義塾大学商学部創立五十周年記念日吉論文集』、2007年、165–185頁。

21. Ist „deutsche“ Science Fiction ein geeigneter Begriff ? ─ Zum Verständnis der 

kulturellen Besonderheit─、『慶應義塾大学日吉紀要 ドイツ語学・文学』第
46号、2010 年、23–44頁。

22. ｢ドレスデンに〈温泉〉はあったのか？─ E・T・A・ホフマン『黄金の壺』の「リ
ンケ温泉」について─｣、『慶應義塾大学日吉紀要 ドイツ語学・文学』第 47

号「小林邦夫教授退職記念号」、2011年、99–133頁。
23. ｢入浴観の違いから生じる誤解─ E・T・A・ホフマン『黄金の壺』の「リンケ温
泉」について─｣、『慶應義塾大学日吉紀要 ドイツ語学・文学』第 48号「伊
藤行雄教授退職記念号」、2011年、91–129頁。

24. 「ドイツの「中世ロック」について」、『藝文研究』No.118、慶應義塾大学藝
文学会、2020年、（131–142）頁。

25. （解説）「幻の訳書の復刻によせて─ケラーマンの『トンネル』について」、
ベルンハルト・ケラーマン『トンネル』、秦　豊吉訳、東京：国書刊行会、
2020年、498–517頁。

26. 「「野
おいはぎ

盗の城」と「アッシャー家の崩壊」─ H.クラウレンと E.A.ポーをつな
いだ翻訳について─」、『藝文研究』No.119-1「巽孝之教授退任記念論文集」、
慶應義塾大学藝文学会、2021年、121–138頁。
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〔共著書〕

1． （共著）Josef Fürnkäs/ Peter Richter/ Ralf Schnell/ Shigeru Yoshijima(Hrsg.): 

„Das Verstehen von Hören und Sehen. Aspekte der Medienästhetik“, Akiyoshi 

Shikina, E.T.A.Hoffmann – eine Verführung. Über Andrej Tarkovskijis Szenario 

Hoffmanniana oder die Unverfilmbarkeit von E.T.A.Hoffmanns Leben und Werk.

(S.167- 179)  Bielefeld: Aisthesis Verlag 1993.

2. （共著）坂上貴之・巽孝之・宮坂敬造・坂本光編著『ユートピアの期限』、識
名章喜 ｢第８章 ナチズムを培養したドイツ・ユートピア小説｣（173‐193頁）
執筆担当、東京：慶應義塾大学出版会、2002年。

3. （共著）慶應義塾教養研究センター編『生命の教養学へ  科学・感性・歴史』、
識名章喜 ｢ナチズムの身体─優生学のユートピア？｣（164–198頁）、東京：
慶應義塾大学出版会、2005年。

4. （共著）Nicola Glaubitz, Andreas Käuser und Hyunseon Lee (Hrsg.): 

„Akira Kurosawa und seine Zeit“, Akiyoshi Shikina, Statik und Dynamik in 

Kriegsschlachten bei Akira Kurosawa. (S.51–62) Bielefeld : transcript Verlag 

2005.

5． （共著）巽孝之・荻野安奈編『人造美女は可能か？』、識名章喜「オリンピア
とマリア─ E・T・A・ホフマンの『砂男』とフリッツ・ラングの『メトロ
ポリス』」（228–257頁）、東京：慶應義塾大学出版会、2006年。

6. （共著）新島進編『ジュール・ヴェルヌとフィクションの冒険者たち』、識名
章喜「〈ドイツのヴェルヌ〉と呼ばれたくなかった男─ヴェルヌとラスヴィ
ッツ─」（145–163頁）、東京：水声社、2021年。

7. （共著）安形麻里編『2020年度　極東証券寄付講座　文献学の世界　書物に
描き出された時／時の中の書物』、識名章喜「書物のなかの時間─ドイツ語
圏の〈未来小説〉について─」（71–81頁）、慶應義塾大学文学部、2021年。

〔学会発表・講演〕

１. ｢E.T.A.ホフマンの全体像を求めて─新しいホフマン伝と変貌するホフマン
像の現在─｣、1988年度日本独文学会秋季研究発表会（於  熊本大学）、シン
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ポジウム｢E．T．A．ホフマンを定位する｣にて口頭発表、1988年 10月 15日。
２. „Schrift und Bild – Literarische Zukunftsentwürfe am Beispiel von ‚Metropolis‘ 

(Fritz Lang / Thea von Harbou)“、1990年度ドイツ学会国際シンポジウム（於 

高山）にて口頭発表、1990年 9月 4日。
３. „Comics und Literatur in Japan – eine Symbiose?“ 、1994年第３回 Gesellschaft 

für Interkulturelle Germanistik国際大会（於  Universität Düsseldorf）にて口
頭発表、1994年 7月 22日。

4. „Inszenierte Schlacht – Statik und Dynamik der Kriegsszenen bei Akira 

Kurosawa“、2003年ジーゲン大学メディア美学研究所主催国際シンポジウム 

„Akira Kurosawa und seine Zeit“(於  Universität Siegen)にて口頭発表、2003

年 11月 20日。
5. 「ドイツのＳＦって、今どうなってんの？」（嶋田洋一、五十嵐洋両氏とのセ

ッションに参加）、2007年第 65回世界 SF大会 /第 46回日本 SF大会（於
　パシフィコ横浜）、2007年 9月 1日。

6. 「ドイツ語大学入試問題の問題点─慶應義塾大学の場合─」、2015年度日本
独文学会春季研究発表会（於　武蔵大学）ドイツ語教育部会主催企画にて講
演、2015年 5月 30日。

7. 慶應義塾大学海外副指導教授招聘プロジェクトによる講演会シンポジウム
「すっきりしない起源─サイエンス・フィクションの系譜学のために─」の
企画・司会担当（ヴィーン大学教授 Roland Innerhofer教授の講演、パネリ
ストに文学部教授巽孝之、経済学部教授新島進氏を迎えて開催）、2017年 4

月 20日。
8. 「ヴェルヌとクルト・ラスヴィッツ」、日本ジュール・ヴェルヌ研究会主催、

慶應義塾大学教養研究センター後援『ジュール・ヴェルヌ再発見─作家と大
衆作家』（於　慶應義塾大学日吉キャンパス、来往舎シンポジウムスペース）
にて口頭発表、2017年 10月 22日。

9. 「ドイツの「中世ロック」について」、2019年度藝文学会シンポジウム「詩
とその活用─５カ国篇」にパネリストとして参加、口頭発表、2019年 12月
13日。
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〔研究プロジェクト〕

東京大学文学部、平成３（1991）年度文部科学省研究費補助金（総合研究 A）「ド
イツ近代における女性論の展開と文学作品に現われる女性像の変遷」に参加。

平成５（1993）年度文部省科学研究費による奨励研究（A）「ドイツ近代文学に
いける未来小説の系譜─文学的想像力のとらえた科学技術の未来像─」

慶應義塾大学文学部、平成 14～ 16（2002～ 2004）年度文部科学省研究費補助
金「二〇世紀初頭の日本におけるメディア革命の比較文化理論的研究」に参
加。

〔翻訳〕

１. ヘルムート・キューン /ゲオルク・クヴァンダー共編（岩下眞好ほかと共訳）
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